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総務委員会報告 平成２８年度岡山県会計決算見込み 

黒字続くも、財政状況は予断を許さず 
8月10日に開催された県議会総務委員会で、県の

平成28年度普通会計決算見込みが報告されまし

た。歳入・歳出ともに前年度決算額を下回ってい

ますが、特殊要因を除けば年度ごとに発生する通

常の増減の範囲内で、大きな問題はなさそうで

す。歳入面では、為替レートや原油価格の影響

で、輸出入に係る地方消費税収入が減少していま

す。県の産業振興政策の成果もあり、県内企業の

経常利益は増え、その分法人税収入は伸びました

が、それが相殺されてしまった形です。実質収支

は16億61百万円で黒字を維持しています。今回

の決算見込みでは、将来負担率(※1)が2.5％増、

経常収支比率(※2)が3.2％増と、地方自治体の

財政の健全さを判断する指標が前年度よりやや

悪化しています。財政調整基金（※3）も20％

（約48億円）減少しました。悪化幅が小さく、

トレンドとして悪化傾向が続くとは考えにくい

ため、さらに財布のひもを締めあげるような状

況ではありません。しかし、国の財政事情、人

口の減少、今後増加し続ける社会保障関連費を

考えると、歳入の伸びは期待できず、歳出は増

加傾向という厳しい状況が続きます。ムダを省

くとともに、優先順位を明確にし、メリハリを

付けた行財政運営が求められます。 

◆歳入・歳出の状況 

  歳入総額  6,858億円 （前年度比 △6.4%） 

  歳出総額  6,777億円 （前年度比 △6.3%） 

◆収支の状況 

  実質収支  16億61百万円  （27年度 16億18百万円） 

◆健全化判断比率等 

 実質公債費率 28年度11.4% （27年度12.1%） 

 将来負担率   28年度200.0%  (27年度197.5%） 

 経常収支比率 28年度96.4% （27年度93.2%） 

(※1)将来負担率…地方自治体の借入金（地方債）な

ど抱えている負債の大きさを、その地方自治体の財

政規模に対する割合で表したもの。大きいほど財政

状況は良くない。 

(※2)経常収支比率…地方税や普通交付金など毎年の

収入に対し、人件費や扶助費、公債費など決まった

支出が占める割合。地方自治体の財政の弾力性を示

す指標で、総務省の指導では、道府県で80%を上回

らないことが望ましいとされている。 

(※3）財政調整基金…地方自治体が財政に余裕があ

る年に積み立て、不足する年に取り崩すことで財源

を調整し、計画的な財政運営を行うための積立金。

家計で言えば貯金にあたる。 



 視察レポート 

 県政報告座談会のご報告 

倉敷市の独自試算で、必要性は高まった？ 

JR倉敷駅付近の鉄道高架事業は、推進に積極的な倉

敷市と慎重な県との間で、ここ数年、綱引きが続いて

いました。事業主体の県が2013年に行った試算によ

ると、事業費494億円に対し、渋滞解消による経済効

果など、もたらされる便益（効果）は419億円。費用

対効果（B/C）は0,85で、事業に見合う効果が期待

できる1.0を割り込んでいることが事業推進の障壁に

なっていました。 

今回、倉敷市は、仮想的市場評価法（※１）を取り入

れ独自に便益を算出。踏み切り待ちのいらいら感解消

や踏切事故の危険性低下による安心感の向上などの効

果165億円を加え、便益を584億円としました。こ

れによれば、Ｂ／Ｃは1.18となります。 

私は倉敷駅周辺に住んでいたことがあり、同事業が地

元の悲願であることはよく理解しています。他方で、

同事業は、現在、県で検討されている公共事業の中で

も最大級のものであり、後年に渡り財政に大きなイン

パクトを残します。事業単体の費用対効果の検証はも

ちろん重要ですが、同事業を実施することによっ

て、（財政上の制約から）諦めなければならない別

の事業が出てくることも頭にに入れておく必要があ

ります。そういう機会損失のコストも考えたうえ

で、慎重に議論されるべきだと考えます。 

この事業は、今後、大きな県政課題として議論が活

発化すると思われます。数十年に渡る効果と費用を

正確に見積もることは困難であり、最終的には政治

判断が求められます。議会のチェック機能が問われ

る事案でもあります。今回、倉敷市が取り入れた便

益の評価方法について検証するとともに、高架以外

の渋滞解消策、踏切の安全対策などについても調査

研究をしていきたいと思います。 

(※1)仮想市場評価法･･･アンケートで、環境改善に対

していくら支払ってもよいかを尋ね、市場価格が計測

しにくい価値を算出する方法。自然環境の改善や快適

性、安心感の向上といった便益を推定する。主に河川

環境整備事業などに用いられる。 

総務委員会の視察で、高梁市立図書館を訪問しました。TSUTAYAを

展開するカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社（CCC）が運

営しています。年間の来館目標20万人を開館からわずか3ヶ月強で達成

し、5ヶ月で30万人を超えたそうです。CCCが運営する公立図書館は

全国で4例目。外観から内装まで統一テーマでデザインされていて、公

立図書館とは思えないオシャレな空間です。それでいて、機能的で親し

みやすく、何時間でもいられそうです。JR備中高梁駅と直結してお

り、スターバックスコーヒーも併設されています。フタ付きならドリン

クも館内持ち込み可。民間活用の好事例として、私は評価しています。 

8月12日（土）に県政報告座談会を開催。津村啓介衆院議員からの国

政報告、高橋雄大岡山市議会議員からの市政報告に加え、中区岡山市議

補選（10月1日投票）に立候補予定の下川倫史（しもかわ  ともふ

み）さん、江田五月元参議院議長からもご挨拶をいただきました。 

お盆休みにもかかわらず、多くの方にご参集いただきました。会場から

はご質問、ご意見が相次ぎ、温かくも活気のある集会になりました。ご

来場いただいた皆様に心から感謝致します。 


